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成
六
年
三
月

三
九

漢

訳
経

典

に
お
け

る
割
注

に

つ
い
て

(
IV
)

鈴

木

裕

美

漢
訳
経

典
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
割
注
に
つ
い
て
、
過
去
三
回
の
発

表
を
行
な

い
、
昨
年
は
後
漢
時
代
支
識
訳
出
経
典
以
下
菩
提
流
支
ま
で

一
七

一
ヶ
所
の
割
注
を
提
示
し
た
。

(大
蔵
経
巻

一
～
巻
四
四
)
そ

し

て

資
料
中
割
注
の
訳
の
記
載
形
式
が
、
す
べ
て
訳
出
当
時
の
時
代
区
分
を

示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
更
に
こ
の
形
式
は
、
僧
祐
の

『
出
三

蔵
記
集
』
、
道
宣
の

『続
高
僧
伝
』
及
び

『大
唐
内
典
録
』
、
賛
寧
等

の

『宋
高
僧
伝
』
、
智
昇
の

『
開
元
釈
経
録
』
中
に
お
い
て
、
訳
経
僧
名

の

音
写
語
に

つ
い
て
の
訳
の
形
式
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
か

っ
た
。

つ
ま
り
訳
経
僧
の
中
国
渡
来
当
時

の
時
代
区
分
に
よ
り
僧
名

の
訳
が

つ

け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
竺
法
護
訳
と
さ
れ
る
割
注
の
あ

っ
た
経
典
は
十
五
経
で
あ
る
が

こ
の
中
で

『
阿
閣
貰
王
女
阿
術
達
菩
薩
経
』
だ
け
が
、
漢
代
と
な
っ
て

い
る
。
二
、
三
の
例
を
示
せ
ば
以
下

の
と
お
り
。

。
弘
道
広
顕
三
昧
経

(大
15
)

割
注

阿
褥
達
晋
言
無
熱

。
胞
胎
経

(大
11
)

割
注

不
注
晋
日
観

・
阿
閣
貰
王
女
阿
術
達
菩
薩
経

(大
12
)

割
注

阿
術
達
漢
言
無
愁
憂

須
羅
陀
漢
言
鮮
潔
辮

同
経
に

つ
い
て

『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
一、一
(大
55
8
1
C
)
に

は
、

「別
録
所
載
安
録
先
関
、

旧
録
云
阿
術
達
女
経
、

或
云
阿
闍
貰
王
女
阿

術
達
菩
薩
経
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
道
安
録
で
は
閃
本
と
な

っ
て
い
た
経

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
常
盤
大
定
先
生
の

『
訳
経
総
録
』
(六
〇
二
頁
)
に
は
、

「道
安

録
で
は
、
竺
法
護
訳
出
経
典
は

一
五
四
部

と

し
て

い
る
が
、
僧
祐
は

『
出
三
蔵
記
集
』
に
お

い
て

一
五
九
部
と
し
、
新
た
に
四
部
の
挿
入
を

行

っ
た
」
と
あ
り
、
四
部
の
中
に
同
経
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
宇
井
伯
寿
先
生
の

『釈
道
安
研
究
』
中
、

竺
法
護
翻
訳
歴

(年

表

一
八
九
頁
)
に
は
、
同
経
の
記
述
は
見
当
ら

な

い
。
こ
れ

は
道
安
録

に
お
い
て
関
本
と
な
す
経
を
僧
祐
が
挿
入
し
た
経
で
あ
る
の
で
、
訳
出

年
月
日
が
今
日
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
同
経
の
訳
語
を
調
査
し
た
。

陀
隣

(憐
)
尼
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漢
訳
経

典
に
お
け

る
割
注

に

つ
い
て

(
鈴

木
)

四
〇

湛
和

(愁
)
拘
舎
羅

恒
薩
阿
蜴
阿
羅
呵
三
耶
三
佛

阿
褥
多
羅
三
耶
三
佛

摩
詞
術
三
践
致

阿
須
倫

摩
尼
珠

右
の
訳
語
は
音
写
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
支
識
の
訳
語
と

一
致
す
る

も
の
を
掲
げ
た
。
(『訳
経
史
研
究
』
四
七
九
頁

宇
井
伯
寿
)

こ
の
中
で
最
も
顕
著
な
例
と
し
て
、
竺
法
護
は
他
の
訳
出
経
典
中
で

を
無
上
正
真
之
道
、
又
は
無
上
正
真
と

訳

し

て

お

り

、
音

写
語

で

は

な

い
。

紙

数

の
関

係

上
、

一
経

中

一
ヶ
所

の

み

で

は
あ

る
が

、

竺
法

護

訳

出

経

典

で
、

無

上
真

正

之

道

の
訳

語

を

次

に
示

す

。

。
離

垢
施
女
経

悉
見
佛
形
。
至
後

究
寛

。
逮
得

無
上
正
真
之
道
。
…
略

…

令
其

中
人
吾
等
目
見
皆
使
究
寛
至
於
無
上
正
真

之
道
。

(大

12

90
-

a
、
太

康

十
年

十
二
月
二
日
訳
出

二
八
九
年
)

。
慧

上
菩
薩

問
大
善
権

経

志

求
声
聞
縁

覚
。
欲
得

無
上
正
真
之
道
為
最
上

覚
者

。
(
大
12

研
ー

a
、
太
康

六
年

六
月
十

七
日
訳
出

二
八
五
年
)

。
如
幻

三
昧
経

諸
愚
駿
子
修
衆

悪
行
。
故
生
彼

土
逮

成
無
上
正
真

之
道
。

(大

12

燭
―

b
、
太
安

二
年

五
月
十

一
日
訳
出

三
〇

三
年
)

。
賢
劫
経

体
解
衆
生
遍
入
諸
行
。

疾
逮
無
上
正
真
之
道

成
最
正
覚
。
(
大

14

2
-

a
、
永
康
元
年
七
月

二
十

一
日
訳
出

三
〇
〇
年
)

以
上
示
す
と
お
り
、

に
関
す
る
限
り

『阿
闍
貰
王
女
阿
術
達
菩
薩
経
』
と
、

他
の

竺
法
護
訳
出
経
典
と
は
明

ら
か
に
相
異
し
て
い
る
こ
と
が
判
か
ろ
う
。

更
に
支
識
訳
と

し

て
確
実
な
る
経
は
、
『
道
行
般
若
経
』
及
び

『般

舟
三
昧
経
』
で
あ
る
が
、
こ
の
二
経
と
割
注

の
あ
る
経
典

『
阿
闇
世
王

経
』
及
び

『俺
真
陀
羅
所
問
如
来
三
昧
経
』
と
先
き
に
示
し
た
音
写
語

と

一
致
す
る
も
の
を
次
に
あ
げ
る
。

。
道
行
般
若
経

(大
8
)

摩
詞
術
三
抜
致
。
佛
説
号
如
是
。
…
略
…
爾
故
為
摩
詞
僧
那
僧
浬
。
摩
詞
術

三
抜
致
。
(枷
I
c
)

過
去
時
恒
薩
阿
蜴
阿
羅
呵
三
耶
三
佛
。
(29
1

a

4

)

云
何
拘
翼
。
恒
薩
阿
端
阿
羅
呵
三
耶
三
佛
薩
芸
若
。
…
略
…
学
得
阿
褥
多
羅

三
耶
三
佛
。
(魏
ー
a
)

菩
薩
摩
詞
薩
湛
愁
拘
舎
羅
乃
作
是
施
。
…
略
…
極
大
施
天
中
天
。
菩
薩
摩
詞

薩
湛
恕
拘
舎
羅
。
(姻
―
c
)

・
般
舟
三
昧
経

(大
13
)

悉
入
諸
陀
憐
尼
門
。
(鵬
l
c
)

求
摩
詞
術
三
抜
致
。
聞
是
三
昧
巳
欲
学
守
者
。
…
。
…

(㎝
―
c
)

時
有
佛
名
屏
羅
耶
佛
恒
薩
阿
端
阿
羅
詞
三
耶
三
佛
。
於
世
間
極
尊
。

(311-
C

9

)

。
阿
闊
世
王
経

(大
15
)
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漢
訳
経
典

に
お
け

る
割
注

に

つ
い
て

(鈴

木
)

四

一

其
身
不
離
。
以
温
和
拘
舎
羅
教
。
(蹴
l
c
)

菩
薩
以
逮
得
陀
隣
尼
者
。
(謝
l
b
・
他
九
ケ
所
)

。
俺
真
陀
羅
所
問
如
来
三
昧
経

(大
15
)

来
到
是
間
。
悉
得
陀
隣
尼
法
。
(48
1
b

3

)

不
中
道
取
証
知
生
死
以
温
和
拘
舎
羅
而
在
中
所
見
悉
知
其
政
道
非
教
道
。

(細
ー

c
)

以
上
示

し
た
音
写
語
は
、
先
き

の

『
阿
闍
貰
王
女
阿
術
達
菩
薩
経
』

と

一
致
す

る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

ま
た
無

上
正
真
之
道
に
つ
い
て
、
割
注
の
あ
る
支
識
訳

『阿
〓
佛
国

経
』
に
は
、
同
訳
語
が
九
六
ヶ
所
で
見
ら
れ
た
。
数
が
多
か
っ
た
の
で

資
料
と
し
て
は
提
示
で
き
な
か

っ
た
が
、
同
経
は
道
安
が
支
識
の
訳
に

似
て
い
る
と
書
き
記
し
た
五
経
中

の

一
経
で
あ
る
。

以
上
調
査
し
た
こ
と
は
、
割
注

の
記
載
形
式
か
ら
端
を
発
し
た
も
の

で
あ
る
。
割
注
の
記
載
者
が

一
経
ご
と
に
訳
出
年
代
を
調
べ
正
確
な
目

を
以
っ
て
記
述
し
た
と
い
う
前
提
の
も
と
で
考
え
る
な

ら
ば
、
『
阿
闍

貰
王
女
阿
術
達
菩
薩
経
』
は
漢
代
に
す
で
に
訳
出
さ
れ
た
経
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
ま
た
訳
語

か

ら
み

れ
ば
、

竺
法
護

の
訳
語
と
は
相
異

し
、
む
し
ろ
支
識
の
訳
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
晋
代
に
活
躍
し
た
竺
法

護

の
訳
出

と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て

『
阿
〓
佛

国
経
』
に

つ
い
て
は
、
竺
法
護
訳
出
経
典
で
使
わ
れ
て
い
る
無
上
正
真

之
道
と
い
う
訳
語
が
大
量
に
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
支

識
訳
出
と
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
以

上
の
二
経
は
今
後
更
に
訳
語
等

の
詳
細
な
検
索
が
必
要
と
す
る
経
で
あ

る
。ま

た
他
の
例
と
し
て
康
孟
詳
訳
出
と
さ
れ

る

『中
本
起
経
』
(大
4
)

の
割
注
に
は
晋
代
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
同
経

は

『
出
三
蔵
記
集
』
(大
55

6
1
c
)
に
よ
れ
ば
、
「中
本
起
経
二
巻
右

一
部

凡
二
巻
漢
献
帝
建
安
中

康
孟
詳
訳
出
」
と
あ
り
、
割
注
の
晋
代
と
は

一
致
し
な
い
。

割
注

地
地
晋
言
宝
称

須
達
晋
言
善
温

嬰
師
羅
晋
言
美
言
。

ま
た
音
写
語
の
訳
を
み
る
と
須
達

は
善
温

と
あ

る
。

こ

の
温
は
、
あ
た
た
か
い
又
は
心
や
顔
色
な
と
が
お
だ
や
か
で
や
さ
し
い

さ
ま
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
後
代

の
訳
で
あ
る
善
施
の
施
を
意
味
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
嬰
師
羅

に
つ
い
て
は

一
般

に
妙

音
、
美
音
と
訳
し
て
い
る
が
、
美
言
と
あ
る
の
は
同
経
の
割
注
の
特
色

の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
同
経
に
つ
い
て
も
訳
者

及
び
訳
出
年

の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
割
注
の
記
載
内
容
と
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
訳
者
及
び

訳
出
年
代
の
相
異
す
る
例
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
割
注
や
そ
の
訳
の

新
旧
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
訳
者
、
訳
出
年
代
等
を
決
定
あ
る
い
は

再
確
認
す
る
上
で
新
し
い
方
法
の

一
つ
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
研
究
を
続
け
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

割
注
、
音
与
語

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)
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